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気候学50年の歩み＊

福井英一郎＊＊

　本稿は本年5月の藤原賞受賞に際して行なった記念講演を骨子として拡大加筆したものであるが，もと

より概観を試みたものに過ぎず，これを足場としてさらにより完全な気候学史を集大成したいと考えてい

る．なおこの記述中の主要な著書や論文は最後に一括して文献として示した．

　　　　　　　　　気候学の創世紀

　今日の気候学はよく知られているようにオーストリア

のユリウス・ハン（JuliusHann1839～1921）によって

今世紀の初めごろにそれまでの観測資料や多くの知見を

集めて体系的科学にまで育て上げられたものである．

　したがって他の諸科学，とくに気象学よりはかなりお

くれて成長したことはその特性上ある程度不可避のこと

であった．すなわち気象学が多くの場合その時その時の

大気現象を対象として大気物理学的に観察考究を行なう

のに対して，気候学は比較的長い期間の資料を必要とす

るし，また観測年数と同時に地球上における観測網の密

度がある程度の大きさに達しないとその地理的分布や相

互間の比較を明らかにすることができないからである．

　ヨー・ッパやアメリカではこの点で最も古く，主な国

では18世紀の後半ごろに組織的の観測が開始され，同時

にフンボルト（A．Humboldt1769～1859）やロシアの

ヴォエィコフ（A．Woeikov1842～1916）などの鋭敏な

自然観察者が広範囲にわたる海外旅行によって気候に関

係した多くの知見を提供した．ハンはこれらをよく整理

消化して気候学を体系化し，最初の最も完備した著書と

しての気候学（Handbuch　der　Klimatologie）全3巻を

大成したのが第1次大戦の初まる前の1909年から1911年

までの間であった．やがて間もなく当時のオーストリア
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・ハンガリーおよびドイツは第1次大戦に突入したので

あるが，いわばこの時点までが気候学にとっては創世紀

と言ってもよいであろう．

　ハンにつぐ気候学の大立物として知られているケッペ

ン（Wladimir　von　K6ppen1846～1940）が気候学の舞

台に登場し，精力的な活動をつづけたのは主として第1

次大戦が終って後約20年間のことであった．したがって

世界的にみた時に第1次大戦までが気候学の創立時代

で，第1次大戦中の小休止期を経て戦争が終るとともに

次の開花時代を迎えたのである．この創世紀においては

主としてドイツやオーストリアなどを中心とした中央ヨ

ー・ッパの土壊の上に気候学が育成され，その後西欧，

北欧，東欧，南欧へとひろがり，さらに大西洋を越えて

アメリカ大陸へ移植されたのであるが，この場合どのよ

うな理由で中央ヨー・ッパがその発祥の地になったかに

ついては未だに明らかにしていないがかなり興味深い問

題と思われる．

　一方この時代にわが日本における気候学の発展の跡を

たどってみると，最初は中央政府や大学関係の外人技術

者や学者による文献が目につく程度であるが，日本人に

よる本格的の開拓は第3代目の中央気象台長であった中

村精男博士（1855～1930）によって行なわれたと考えて

よいであろう．いま気象集誌の第1輯についてその跡を

たどってみると，その第11年（1892）から第36年（1917）

にわたって気候に関係した一連の論文がみられる．さら

に明治30年（1897）には、大日本風土編”がその手によ

って中央気象台から刊行されているが，恐らく日本にっ

、天気”18．8．
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いてあまり多くの知識をもっていなかった当時の諸外国

に広く日本の気候を紹介した点に大きな意議が認めら

れ，これが後に岡田先生の、Climate　of　Japan”となり

さらに和達博士その他による、日本の気候”へと発展す

るのである，

　またこの時代に気象集誌に散見される気候関係の論文

として岡田先生の地方風やフェーンの研究，東亜の季節

相関，藤原先生の候鳥と風向の関係その他，平田徳太郎博

士の朝鮮や北支那を中心とした一連の研究などがその代

表的のものであろう．また岡田先生はこのころ梅雨論を

提唱されたが，かなり気候学的色彩の強いもので前記の

ハンの気候学第3巻にはかなり詳細に引用されている．

　日本の大学ではまだこの時代までは気候学の講義は行

なわれなかったが気象学の方は既にに当時の東京帝国大

学理科大学で初め寺田寅彦先生が講義を担当，気象学演

習で学生を指導され理科大学および理学部紀要には連名

で出された論文が多数みられるが，気候に近い論文も少

なくない，たとえば雨の分布や風に関係した一連の論文

などがそれであり，共著者の中に後の石本巳四雄，小林

辰男，山口生知の諸博土の名がみられるのも興味が深

い．寺田寅彦先生の後を継がれたのが藤原咲平先生で既

に気象学講座が設けられ，兼任の東京大学教授として講

座を担当されていた．

　このようにして間もなく第1次大戦が初まり，これか

ら暫くこの間混迷の期間がつづくが1918年の秋に休戦条

約が結ばれ，翌1919年にヴェルサイユの講和条約が成立

した．これとともに気候学も戦時中の沈退期から脱出し

得て，その時までと代って一時に花が開いたような感じ

を受けるのである．その口火を切ったのが1918年に出さ

れたケッペンの気候区分の論文でこれについては後に再

び触れるであろう．

　したがって今日の気候学は上述の草創時代に築き上げ

られた基礎の上に第1次大戦以後において本格的な発展

を行なったものであり，現在まで約半世紀の才月を重ね

ているのである．気象学においてもほぼこのころにビヤ

ルクネスー派による前線論が開拓され，気象学や天気予

報に革命的な変化を与えた．筆者が気候学に参加したの

は1920年代の中ごろのことであったから，ほぽ同じ時代

に住んでいたことになり，自己の研究生活を回顧しなが

らこの50年間にわたる気候学の発展の跡をたどってみた

いと考え，本稿を思い立ったような次第である．

　それで本論に入るに先立って第1次大戦後現在までの

期間を使宜上大別して次の3期に分けることにしたい．
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この場合各期の境は必ずしも明瞭でなく，国によって多

少異なるので，これらを考慮した上での極めて大体の年

代を示すものに過ぎない．

　　第1期　気候学の開花時代　　　1920～1940年

　　　　　（第1次大戦後から第2次大戦の初まるころ

　　　　　まで）

　　第2期　気候学の小休止時代　　1940～1950年

　　　　　（第2次大戦中および戦後の復興から再起準

　　　　　備の時代）

　　第3期　気候学の復活再起時代　1950～1970年

　　　　　（戦後の復興完了後から現在まで）

　ここではこの中で第1期に重点をおいて記述すること

にしたい．

　　　　　　　　　第1期開花時代

　第1次大戦中はヨー・ッパはその大部分が戦禍の中に

あり，他の諸科学と同様に気候学も一時休止に近い状態

にあったが，戦争の終結とほぼ時を同じくして各国で多

くの人がその進歩発達に寄与して百花一時に咲き乱れる

観を呈し，第2次大戦の初まるまでの約20年間にわたっ

てこの状態がつづいた．これらの研究は凡ゆる方面にわ

たっているが，大きくまとめてみると大体次の6箇の主

要な流れや問題に分けられるのではないかと考えられ，

以下各項ごとに概観を行なってみよう．

　　物理気候学　　これまで用いられている　physical

climatologyは必ずしもここで述べるような意味ではな

いようであるが，要するに気候現象の物理的説明または

解釈，すな：わちphysical　explanation　or　interpretation

of　climateであって，この方面の研究の進歩によって従

来の統計的，記述的色彩の濃厚であった気候学から初め

て一躍して説明的な気候学へと脱皮し得たのであって，

気候学の発達史上大きな意義をもつものと考えられる．

これに属するものとしてその最初に挙げられるのがオー

ストリァのシュミット（W．Schmidt）による物質交換

（Massenaustausch）の概念の気候学への応用であろう．一

既にG．1．Taylorは1915年にうず拡散の考えを気象学

に導入し多大の成果を挙げたのであるが，シュミットは

同様に乱流に伴なう渦動によって熱その他の物理量が空

気塊とともに垂直方向に運ばれる現象に注目し，これと

固体である陸地と流体である海水とによって生ずる熱の

運搬機構のちがいとを結びつけて，いわゆる大陸気候と

海洋気候の差異を起す原因を従来よりもはるかに合理的

にかつ定量的に説明することに成功した．さらにこれを

水平方向におよぼし，大気大循環中の渦乱流にともなう
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熱その他の運搬作用を論じたのがスウェーデンのオング

ストレーム（A．Angstr6m）やドイツのデファント（A．

Defant）であった．すなわちオングストレームはこれに

よって赤道地方から極地方へ向って運ばれる熱量に対し

て太陽放射と地球放射の差とが平衝すると仮定して地球

上の気温の緯度的分布を巧みに説明し，前にイギリスの

フォーブス（J．Forbes）が出した実験式と同一の結果に

到達し，実験式中の係数の物理的意味を明らかにするこ

とができた．

　またデファントはこの場合に交換の大きさAの変化に

伴なう気候変化を論じたが，Aはある範囲内に自律的に

調整され，したがって地球上の気候も振動的変化を繰返

すであろうとし，後にイギリスのシンプソン（G，C．

Simpson）が第四紀氷期の生成機構について与えた説明

とかなり似た結果に到達している．さらにオングストレ

ームは熱以外に水蒸気や細塵の運搬作用にもこの理論を

用い，降水量の緯度的分布をある程度まで説明すること

ができた．

　このような物理的説明は日本では高橋浩一郎博士によ

って日本の天候や季節現象に対して行なわれ寒動気候

学”（1955）として刊行されているが気候の取りあつかい

方について同じ見地に立つたものであろう．

　　前線論から気団気候学・動気候学　　ノールウェイ

の老ビヤルクネス（V．Bjerknes）が低気圧の構造を論じ

て今日の温暖前線や寒冷前線の存在を提唱したのが第1

次大戦の終った1918年であり，つづいて1921年には初め

てpolar　frontの術語を導入し，温帯低気圧はこの波動

によって生ずるとした．これは間もなく日本にも紹介さ

れたが，初めはpolar　frontをそのまま直訳して極前線

とよんでいたようであり，その後これとは別箇にarctic

frontやantarctic　frontが発見されるにおよんでこの方

を北極前線，南極前線とよび，前者を寒帯前線というよ

うになった．またこの年（1921）にシュマオス（A・Sch－

mauss）は新しく赤道前線を提唱した．次いで1922年に

若いビヤルクネス（J．Bjerknes）とソールベルグ（H

Solberg）は低気圧の閉塞現象を明らかにして前線論はこ

こに一応の完成をみるにいたったのである．このように

前線論は主としてノールウエイの学者達を中心として発

展したものであり，ノールウエイ学派またはベルゲン学

派とよばれて気象学に一つの大きな中心をつくったので

ある．

　前線論にともなって現われたのが気団論であるが，初

めは気塊（Luftk6rpむr）の語の方が多く用いられ，ドイ

12

ツのリンケ教授は気塊の分類から気塊気候学（Luftk6r－

per　Klimatologie）へと進み，さらにベルゲン学派のベ

ルシェ・ン（T．Bergeron，1930）は前線と気団とを基

にして動的気候学（dynamische　Klimatologie）をはじ

め，今日の動気候学の基礎をつくった．

　気団論は日本では荒川秀俊，高橋浩一郎の両博士によ

って展開され，前者による日本付近の気団の分類，気団

こよみ，気候の気団論的考察など，後者による各季節で

との極東における天候変遷の動気候的考察などその後に

おける日本の動気候学の土台を作ったものと考えられ

る．また中国ではこのころChang－Wang　Tu（除長望）

によって気団の分類が行われた．

　　地球的規模における熱収支論　　既にイギリスのダ

インス（W．H．Dines）は1917年に大気中の熱収支につ

いてモデル的に大略の関係を明らかにし，当時多くの気

象学書にも引用されたほどであるが，大気全体について

の弄等に過ぎず，今日からみれば予察的色彩の強いもの

であった．その後既に記したイギリスのシンプソンはこ

れを緯度別・経度別に考察し，地球表面を緯度10。，経

度10。の格子状に分けられた網の目によっておおい，各

区域でその成層圏温度と雲量から地球放射の量を計算し

た．一方これと太陽放射量との差引量を1月および7月

について求め，その等値線図を作成した．これによると

夏は中緯度高圧帯の付近で大きな放射量の過剰がみられ

るが，夏の南西季節風に曝されたインド洋北部に負の区

域が存在し，冬は緯度20。以上はほとんど緯度と平行に

走り，南半球においてとくにいちじるしい．これらの関

係をさらに綿密な計算により，かつ1年間を多くの期間

に分けて求めたのがバオルとフィリップス（Baur，．Fr・，

H．Philipps，1934）であるが，シンプソンのものと比べ

てそれほど大きなちがいはみられない．つづいてメーラ

ー　（F．Mller6，1934）は1地点における熱収支の問題

からエネルギー気候学（Energetische　Klimatologie）を

提案するなど今日における熱収支論の先駆をなすものと

言ってもよいであろう．日本でもこれに近い考え方から

東京における下層大気の熱の出入についての藤原咲平・

高橋浩一郎両博士その他による研究がある．

　これらは前記の物理気候学の一部と考えられないこと

もないが，熱エネルギーをもって気候の根源あるいはそ

の主要な因子と考える点に大きな特色があると言えるの

であって，やがてこれが今日への熱収支論へと発展する

のである．なお後に述べるミランコウィッチの数理気候

論（mathematischeKlimalehre）も太陽放射量の地球上

、天気”18．8．
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における分布を数理的に取りあつかった（第1部）以外

に放射平衡の問題を論じており（第2部），この方面では

見落すことのできない研究と考えられる．

　　微気候学と小気候学　　ガイガー　（R．Geiger）の

　、接地気層の気候”が出版されたのが1927年であるが，

この方面の研究がはじまったのは第1次大戦の未期ごろ

と考えられ，地表近くにおける特殊状態の存在が明らか

にされたことによって農業や林業，園芸方面に与えた貢

献は少なくない．またこれによって従来行なわれて来た

気象観測の方法や測器の方面にも大きな追加や改良が加

えられるようになった．日本でも1930年代には京都大学

の滑川博士や九州大学の鈴木清太郎教授の傘下でこれに

属する多くの研究がなされ，また倉石六郎氏は草いきれ

についての興味ある報告を行なった．

　さらに垂直方向のみでなく，水平的にも地形その他に

よって形成された小地域に一般の大気候的観測や観察に

よっては識別されない特異の気候状態が発達することが

知られ，初めドイツでKleinklimaの名称でよばれた，

　英語ではlocal　climatologyがこれに最も近いであろ

うが，microclimatologyの中に含められることもあり，

Kleinklimaほど明瞭でない．この方面でもまた前記の

シュミットの功績は大きく，ウイーン市の内外で自動車

を用いて行なった移動観測は世界最初のものであり，こ

の方法はその後世界各国で用いられ，測器その他の方面

で多くの改良が加えられた．日本でも1935年ごろからこ

の種の研究調査が多くなり，やがて都市気候への研究へ

と移り，・一部は気候景観と結びつけられた．

　しかしこの時代においてはまだ今日の中気候学　（me－

soclimatology）の域にまでは達せず，これは日本では主

として第2次大戦後の第3期において初めて萌芽を発す

るようになった．

　　気候変動論　　記載の使宜上第四紀氷期からさらに

後氷期までを含めた地質時代，歴史時代，組織的観測時

代に分けると，最初の地質時代については主として地質

学者や古生物学者によって論ぜられ，第四紀氷期に入る

と地形学者，天文学者，生物学者，気象学者などが参加

するようになる．前者について気候学者や地球物理学者

によって書かれたものにケッペンおよびウエーゲナーの

、地質時代の気候（1924）”があり，大陸移動説の見地か

ら述べられたものである．後氷期に入ると氷縞粘土や花

粉分析の方法が開拓されたが，14Cの年代測定法や深海

推積物の利用は次の第2期に入ってからである．第四紀

氷期以後の気候変動論で最も出色めものはミランコウィ
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ッチの天文学的理論（astronomische　Theorie　der　Klimas－

chwankungen，1930）とシンプソンの第四紀気候論（19

34）であろう．前者は黄道傾斜角，地球軌道の離心率，

近日点・遠日点の位置などの天文的要素の長期的変化に

伴なう地球上における太陽放射量の分布の変動を計算に

よって求めたもので60万年前までに潮って緯度25。から

75。までの間を100ごとに分けて算出したぼう大なもの

である．その最も興味ある結果として第四紀氷期が一般

に考えられているように4箇の氷期と3箇の間氷期に対

応する波が求められた事実である．シンプソンの論文も

これまでの通念に対してかなり独創的のものであり，太

陽放射量が一・方的に増加しても地球上の気候は決して氷

河の形成を妨げる結果とはならず，赤道と両極の間の気

温差の増加によって大気循環が強められるために雲量お

よび降水量を増大せしめ，高緯度地方ではかえって氷河

の発達に好条件を与える．しかし気温がある一定の量以

上になると氷の融解作用が大きくなり，このようにして

太陽からの放射が最大となって再び減少しはじめると氷

河が発達するようになり，さらに減少をっづけると氷河

は退却し，これによって間氷期の形成が説明されるので

ある．

　次に歴史時代の気候に移ると，この時期においてはま

だ二つの意見が対立していたようである．すなわち変化

論に対する不変化論あるいは気候恒常論である．もちろ

んこれは変化の程度の問題であって，今日では過去の長

い期間にわたって気候は少しも変らなかったと考える人

は恐らくいないであろう．変化量の基準のとり方如何に

よって変化説にもなり，また不変化説ともなって，両方

とも成立し得るのではないかと考える．この場合の基準

の量はその時の目的や用途によっても異なるので一概に

固定させて考えることはできないであろう．

　なお歴史時代の古記録としてやや珍らしいものに日本

では諏訪湖の御神渡りの期日についての藤原咲平先生の

論文がある．さらにこの時代によく用いられたものに年

輪による研究があり，カリフォルニアのセコイア　（Se－

quoia）樹をはじめとして日本では志田順博士による阿

里山の檜や，飛騨や屋久島の杉の年輪を用いたものがあ

る．

　最後に現在みられるような組織的の観測が世界各国で

初められ，正確な観測資料が利用し得るようになって以

後の期間についての気候変動については種々の研究が行

なわれ，この第1期に入る前におけるブリュックナーの

35年周期につづいて多くの周期が求められているが，全
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般的に太陽黒点や白班の位置などと関連させたものが少

なくない．クレートン（H．H．Clayton1923）の悪世

界の天気”を主としてこの観点から天候や気候の変化を

考究している．地理学者のハンチントン（E．Hunting－

ton）は気候変化の原因論についての在来の主要な説を

まとめた以外に太陽黒点や黒点の太陽面における位置と

天候との関係について論じている．この種の研究は日本

でも一一時かなり盛んに行なわれ，寺田寅彦，関口鯉吉，

国富信一の諸博士によって進められた．

　1920年代の後半にヨー・ッパを中心とした地方の温暖

化が初めワーグナー（A．Wagner1928）によって強調

され，っづいてシェルハーグ（R　Scherhag）は北極周

辺や高緯度の地方で異常な昇温が進行していることを報

道した．しかし皮肉にも1928年から1929年に跨った冬は

ヨー・ッパでは近来にない寒気に襲われた．ケッペンは

早速これをとり上げ，厳寒の89年週期説を出しやはり太

陽黒点と関係があると考えた，またイーストン（E．Eas－

ton，1928）は西暦紀元前にまで棚って西ヨーロッパの

寒かった冬の記録を整理して単行本として出版した．

　　気候区分　　この部門においては問題の性質上専門

の気候学者以外に多数の地理学者が参加したことは当然

のことで，ずっと古くにはヴォエイコフによる河川や陸

水の特性からの区分やペンク（A。Penck，1910）による

降水と蒸発の関係，すなわち水収支的考察と冬季の降水

の形態からの湿潤・乾燥・氷雪気候の区分につづいて，

この時代に入るとマルトンヌ，（Emm．de　Martonne，

1g27），ミラー　（A．A．Miller．1931）などの気候区分

があげられ，マルトンヌによって考察された乾燥示数も

それ自体は気候区分の中には含められないが，ケッペン

の乾燥限界などとともにその補助的手段として大きな意

味をもつものと考えられる．しかしこの時期における代

表的のものとしてはやはリケッペンによって大成され，

その後50年以上を経た今日でも多少修正の跡やかなりの

批判はあるものの，依然として広く用いられているもの

である．なお彼は前に2回（1884年と1900年）にわたっ

て主として植生分布を基礎として行なった区分に根本的

改訂を加え，新しい形にしたのが今日用いられている．

区分で1918年のぺ一ターマン地理学誌上に発表され，

1923年に、世界の気候”として刊行された．さらにこの

区分に用いた乾燥限界の実験式は数回にわたって改定さ

れたが，1928年に、世界気候図”として公刊され，1936

年にはガイガーとの監修になるHandbuch　der　Klima－

tologieの第1巻中の、気候の地理的体系”が彼による

14

この方面の最後の労作であった．

　他の一つはアメリカのソーンスウェイト（C・W・

Thomthwaite，1931）によるP－E示数と　T－E示数の

組合せを用いた世界の気候区分であり，今日の水収支的

の考え方がかなり濃厚に出ており，これが後に蒸発散位

をもととした彼による、合理的な区分への近接”となっ

て現われるのであるが，これは次の第2期の終りごろま

で待たなければならない．

　第1期における主な方面の展望は大体以上のようであ

るが，ここで気がつくのは気候学ではその研究の中心が

この時代まではまだヨー・ッパにおかれていたことで，

アメリカが登場するのは次期に入ってからである．これ

は専門雑誌や論文，著書などの数について言えることで

あり，たとえば気候学全般についての単行本はアメリカ

ではこの時代にワード（R．de　C．Ward）の、Climate〃

と、Climates　of　the　United　States”，また関連的な著書

としてハンチングトンのものが数冊みられた程度に過ぎ

なかったことからも知られよう．アメリカで気候学が賑

やかになるのは次の第2期に入ってからで，これは戦争

中に直接の戦禍を受けなかったことや他の方面における

と同様に多数の学者がヨーロッパからアメリカヘ移った

ことなどによるものであろう．

　日本の大学ではこの時期に初めて気候学の講義が初め

られたが，その一つは創立間もない東京文理科大学（現

在の東京教育大学）の地理学教室であり，最初は当時高

層気象台長であられた大石和三郎先生がみえられ，間も

なく岡田武松先生が代わられ，さらにその後を筆者が担

当するようになったのが1939年であった．また京都大学

文学部で岡田先生が気候学の集中講義を行なわれたのも

このころのことであった．

　日本では気候学の表題をもつ単行本としては岡田先生

が岩波全書の一つとして書かれた、気候学”（1938）が大

正以後最初であり，つづいて同じ年に筆者の、気候学”

が完成した．』

　この時期の初め1921年には気候学の創設者であったハ

ンが永眠し，一方その最後の年に当る1940年にはケッペ

ンが他界し，日本での開拓者中村精男先生は1930年に逝

去された．

　　　　　　　　第2期　小休止時代

　既に述べたように1940年ごろまでの約20年間に気候学

は多くの成果をおさめたのであるが，1930年代の終りご

ろからヨー・ッパ諸国および日本は第2次大戦に突入し

たために学問自身の成長発達が種々の事情によって休止

、天気”18．8．



気候学50年の歩み

に近い状態に入ったことは第1次世界大戦の場合と同様

で，この点で戦争は文化や科学の進歩にとっては大敵で

あると言わなければならない．しかし一方においてはそ

の副産物として意外の方面に思わぬ結果を生じたことも

また否定できない事実である．元来気象は戦争や作戦に

大きな影響を与えるので気象学の発達が幸か不幸か戦争

によって促進された例も少なくない．今日広く用いられ

ている天気図の如ぎもその一つであり，クリミア戦争の

時に黒海に遊戎していたフランス艦隊が暴風によって甚

大な被害を受け，海戦ではなく天気に大敗した苦い経験

から，本国で天気図による天気予報の可能性が検討され

た結果急速に気象観測網が拡充され気象学の発達をいち

じるしく早めたと言われている．また前に述べたpolar

倉ont　theoryもノールウエイが戦時中外国からの気象通

信を絶たれ，天気予報が困難となった時に国内観測網を

飛躍的に稠密化した結果の産物として不連続線または前

線の発見につながったと伝えられ，これもまた間接的に

は戦争の副産物であったと考えられないこともない．さ

らに第2次大戦中にドイツが対岸のイギリスを攻撃する

ために開発したと言われる・ケットV2号がその後大気

の・ケット観測に用いられ，つづいて人工衛星から気象

衛星へと発展したのであり，また最初イギリスが敵機の

来襲を未然に探知する装置として考案されたレーダーが

今日気象レーダーとして天気予報その他に大きな貢献を

行なっている．さらに第2次大戦において空軍が戦争に

決定的意義をもつようになり，高層観測の必要性が絶対

的となって各国競ってこの方面の充実につとめ，これに

よって上空の状態が次々と明らかにされ，その一つとし

てジェット流の発見など重大な成果をあげ，次の第3期

における動気候学の発展の大きな基礎をつくったと考え

られる．

　この種のいろいろの副産物はあったものの，この時期

においては第1期の開花時代に相当するような華やかな

活動はみられなかったことは戦時下の諸国としては不可

避のことであったと考えられ，むしろ研究や調査も直接

に戦争と結びついた方面への協力を要請されたのが実情

で，たとえば気象部隊の教育などである．その中で気侯

学の方でとくにとりあげられたのが戦場となった地方の

気候誌で，いわゆる兵要地誌の一部をなすものであっ

た．

　日本でも御多分に洩れず，このころ当時の中央気象台

では調査課が中心となって東亜諸地域の気候誌が編集さ

れ，作戦や占領地域の行政資料として利用された．筆者

1971年8月

591

も時の荒川秀俊課長のもとにこの仕事に参加した者の1

人であったが，合計20篇以上におよぶ各地域の気候誌が

刊行されている．ただこの場合に作戦に従事している第

一戦の人々から従来の平均値的のものではあまり役に立

たないとの苦情も出て，編集に苦労したことを記憶して

いる．一これに似たことは他の国でも経験されたらしく，

このためにやや新しい一方面を開いたのがアメリカのジ

ェーコブ（W。C．Jacobs）であり，いわゆる総観気候

学（synopticclimatology）とよばれるもので，その概要

は戦後彼自身によって、戦時中における応用気候学の発

達”（1947）と題して刊行されたが，その中には日本本土

の上陸作戦に対して，天気，気象，気候の方面からみた

上陸地点の選定や，日本が使用した風船爆弾の飛揚地の

推定など興味深いものがある．

　以上を要約すると第2期の時代はアメリカを除いては

気候学は不振の時代であったのみか，それまでヨー・ッ

パでつづいていた代表的な学術雑誌もイギリスのQμart．

Jour・of　Roy．Met．soc．以外は大部分が一応廃刊され，

戦後になって別の名称で発刊されたものが多い．すなわ

ち気候学の論文で賑っていたドイツのMet，ZeitschL

は1944年に廃刊となり，1948年になって西ドイツでは

Met　Rundschau，東ドイツではZeitschr．f加Meteo－

robgieとして復活し，ハンブルグで出されていたAn－

nalen　der　Hydrographie　u．maritimen　Meteorologieも

前と同じ年に一旦廃刊，1948年にAmalen　der　Meteo－

rologieとして復刊している．

　しかしまた第2次大戦末およびその後に新しく創刊さ

れた雑誌も少なくなく，とくにアメリカで多数をしめて

いるのは極めて注目すべき事実で，かくして戦後はヨー

ロヅパに対抗あるいはそれを凌ぐ大ぎな中心を形成す

るようになったのである．次にこれらの新しく創刊され

た雑誌名，刊行されている国，発刊の年を記したのが下

表である．

　　Tellus　　　　　　　スウェーデン　1946年

　　Archiv　fUr　Met．Geophysik　u．Bioklimatologie

　　　　　　　　　　　　　オーストリア　1949年

　　Joumal　of　Meteorology　　アメリカ　1944年

　　　（1962年よりJour・ofAtmosphericscienceと改

　　　称）

　　Joumal　of　ApPlied　Meteorology

　　　　　　　　　　　　　　　アメリカ　1947年

　　Meteorological　Monograph　アメリカ　1947年

　　Meteorolagical　Abstracts　and　Bibliography

15
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　　　　　　　　　　　　　アメリカ　1950年

　（1960年よりMeteor．＆Geoastrophysical　Abst一一

　ractsと改名）

Weatherwise　　　　　　アメリカ　1948年

第5期復活再起時代

　第2次大戦中はヨー・ッパのほとんど凡ての国や日本

は戦禍の中にあって気候学に止まらず他の諸科学もその

自由な発達や成長を大きく妨げられたが，ただアメリカ

合衆国のみは遠く戦場から離れ，参戦もおそかったこと

に加え，ドイツにおけるナチスの人種的追放によって多

くの有為な人材がアメリカヘ逃避するなどのこともあっ

て，独り戦争の圏外に立ち，学問の中心は一時この国に

移ったかの感があり，とくに自由な空気と生活環境の好

適さは研究者にとってはまたとない魅力であり，日本か

らも戦後多数の渡航者を出したほどである．したがって

戦時中から今日までの気候学関係の刊行物は恐らくアメ

リカを以て首位とするようでかつてはヨーロッパが中心

であった気候学もかなりの程度にアメリカによって代ら

れたようで，ソ連とともに今後この傾向はつづくものと

考えられる．

　それで1950年を起点として1970年までに全世界で発表

された気候学関係の論文は実に5，000を越える盛況であ

り，これらを整理してその概要をまとめるにはなおかな

りの時日を要すると思われるが，ここではその中で1950

年から1955年までの部分について報告することにした

い．Met．Abs．＆BibliogLによるとこの6年間に世界

の主要雑誌や刊行物に発表された気候学の論文は合計

229篇で，上記の20年間の約5，000と比較していちじる

しく少ないが，これはまた戦後の荒廃や弛緩状態から完

全に脱出し得ないでいたためと考えられ，229篇の論文

をその掲載雑誌別にみるために，10篇以上の論文が出た

ものだけを記すと下表のようになる．

　1）Archiv．£Met．Geophys．u．Bioklimato1．20

2）

3）

4）

5）

6）

7）

8）

9）

10）

11）

16

Weather

Qμart．Jour．Roy．Met．soc・

Bull．Amer．Met．Soc．

Amalen　der　Meteorologie

Wetter　und　Leben

Weatherwise

Monthly　Weather　Rev．

Meteor．Rundschau

Zeitschr．£Meteoro1．

Erdkunde

20

15

15

14

14

12

10

10

10

18

12）　Geographical　Review　　　　　　　　　　　　垂1

13）Petemanns　GeogL　MitteiL　　　　　　　10

　10）までが気象学関係，11）以下は地理学関係の雑誌

である．

さらにこれを内容別にすると

1　大気候

n　小気候および微気候

皿　生物気候

四　応用気候

V　気候変動および古気候学

VI気候誌

27

31，

35

16

45

75

　この中で皿は人体に関するものを主として動・植物の

生活と気候との関係をあつかったもの，Wは産業・交通

・土木・建築・屋内気候などを含んでいる．全体的にみ

て皿やVが多いのは両者とも境界領域に属していて，多

方面の研究者を含んでいるためで，たとえばVには地質

学者，天文学者，化学者，生物学者，考古学者，歴史学

者などが参加している．

　これに対して1が少ないのは純粋の気候学者のみであ

るからと考えられるが，この中でとくに多かったのは下

記の諸問題であった．

　a）気候区分
　　　とくにケッペンの方法の適用性や批判が多く，一

　　部にソーンスウエイトのものも含まれている．

　b）蒸発数位
　c）気象異常日

　これらに対する説明は他日に譲りたいが，なお上記以

外にこの時代に注目される分野としてソ連のブディコ等

を中心とした熱収支の研究とともにこれに対応する水収

支論，高層観測の充実と平行した3次元的な動気候の他

に中気候学などがその主なものであろう．

　なおこの時代に入って注目すべきものに国際協力がい

ちじるしく強化されたことで，従来の1．M．O・（Inter－

national　Meteorological　Organization）を改組して新し

く発足したW．M．（｝（World　Met・Org・）はその代

表的のものであろう．これは従来の国際連盟が戦後改組

されて国際連合（United　Natioas）となったことによく

似ており，また実際にもW．M　O．は国連の下部機構

として1951年に出発したもので，日本も講和条約の締結

後1952年10月に80番目の国として加盟した．

　前の1．M．0．が単なる各国気象業務の連絡機関の色

彩が強かったのに対して人類の活動に対する応用を促進

し，気象学の研究および教育を奨励するなど従来に比べ

、天気”18．8．
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て広範な任務をもつようになった．また時々特殊の問題

にっいてのシンポジウムが行なわれるが，気候学関係の

ものでは季節風に関するシンポジウム（1958年ニユー・

デーリー）気候変動のシンポジウム（1961年ローマ）都

市気侯と建築気候のシンポジウム（1968年ブラッセル）

などがあげられる．

　最後に多年にわたって気候学に対して深い理解を示さ

れたのみならず，自らその進歩に貢献され，後進の者を

指導された岡田武松・藤原咲平の両先生は相前後してそ

れぞれ1956年および1950年に逝去された．

　また一時アメリカの気候学を代表し，多くの創意に充

ちに業績を残したソーンスウェイトも1963年に永眠した

のは気候学界にとって大きな損失であった．・

　以上最近約50年間の気候学の発展の跡をたどって来た、

が全体として重要な脱落も少なくないと考えられ，とく

にここでいう第2期以後については概要の概要を記した

に過ぎず，将来を期して加筆訂正を繰返したいと考えて

いる次第で一応この辺で筆をとどめることにしたい．
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